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一般就労への一歩を踏み出すまで 

○ 谷猪幸司（株式会社ヴィストコンサルティング
センター長/就労支援員）

〜本人・家族・関係機関・支援者・企業の
協働から見えた成長〜
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はじめに ―研究の目的と意義―

•背景：
障害のある方がA型事業所から一般就労へ移行するには、
長期的な支援と関係機関との協働が不可欠。

•目的：
就労継続支援A型事業所での「動機づけ支援」を通じて、
自己効力感の向上と一般就労への移行要因を明らかにする。

•意義：
本研究は、就労継続支援A型事業所が「訓練の場」だけでなく
「所属欲求を満たす居場所」として機能した事例を通じ、
一般就労への移行支援のあり方を考察するものである。

•倫理的配慮：
発表にあたり、対象者および関係機関の同意を得ており、

個人が特定されないよう配慮している。
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就労継続支援A型とは、障害や難病のある方が、

雇用契約を結んだ上で一定の支援がある職場で

働くことができる福祉サービスです。

障害者総合支援法に基づく福祉サービスの

ひとつであり、65歳未満の方を対象に、

継続して働ける職場の提供、

および将来的に一般企業への就職支援も

行っています。

①就労継続支援A型事業所とは
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②事業概要
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ヴィストコンサルティングとは
・就労継続支援A型・B型・就労定着支援
の複合型運営
・北陸を中心に複数拠点展開

音声データ入力
業務

アクセサリー制作

清掃

ピッキング＆
梱包
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活動テーマ

就労定着者を年6名輩出するスキームを構築する

収益性の高い事業を選定し注力する
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③成育歴とアセスメント

･対象：ケンさん（仮名）（29歳・知的障害）
･ステップ：

就労移行支援⇒チャレンジ雇用 （Ⅰ県の実習制度）
⇒就労継続支援A型事業所 ⇒一般就労

・家族構成：4人兄弟の末っ子
・性格傾向：学生時代から家庭や学校などで怒られてきたため、

自分のミスを隠す傾向がある。
面談や作業において自己主張が少なく、
おとなしく消極的
一方で年下の人への口調が強く、態度の差が激しい

＜課題・見立て＞
・自分に自信がなく、就労意欲が低い。
・年下への接し方がよくわからない。
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④介入
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介入に至る理由

本人の想い
・仕事の意味が見出せず、学校の延長という
想いが強い傾向がある
・怒られるのは嫌。という発言があり。

支援者の見立て：
成功体験を通じた自己肯定感の向上が必要

介入の目的：
“役割の意味”を理解し、自発的に作業へ取り
組む姿勢を育む。
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介入前の状況

●仕事面
作業意欲が低く、指示待ち。
作業場で商品の影に隠れるなど姿勢が見られた

●心理面
自信がなく、人と関わることに対して消極的
怒られる経験が多く、評価に対して敏感

●環境面
支援者とのかかわりは受け身的
家族も安定して通えればよいと考えていた
成果や成長を共有する仕組みがなかった

介入前→意欲低下→受け身の行動→成長実感なし
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介入方法（支援計画）

●本人の目標：
自信を持ち、自ら考えて行動できるようになる
任された仕事を基準の速度で行う。

●支援方針
信頼関係を深め、作業の見える化・
肯定的なフィードバックを行う

●実践方法
面談・数値化・役割の明確化・家族連携
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支援の工夫① 動機づけ

・面談で「役割の意味」を伝える

・作業結果を 数値で見える化

・本人と一緒に振り返り
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支援の工夫② 成長の兆し

仕事で経験

施設外就労で
梱包出荷
業務を経験

面談で整理

本人からの
主体的な振り返り、
作業時間短縮、
ミス減少

強みの発見

業務日報
コメント → 
自己評価･自信
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支援の工夫③ 働きやすい環境

過去の経験
怒られた経験→意欲低下

・成果 → 褒められる・認められる
・「頼られること」が意欲の源泉
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家族・関係機関との連携

・家族に日々の様子を共有
・兄弟姉妹も面談に同席
・相談支援専門員との協働

就職を応援家族の意識変化



第３3回職業リハビリテーション研究・実践発表会

19

就職活動から見えてきたもの

●職業体験
・スーパーマーケット・牧草加工店・家電量販店

●見えてきたもの
本人：「人と関わり体を動かす作業」にやりがい
環境：交通アクセスが悪く、通勤可能先が

限られる課題
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介護施設での実習

徒歩圏内での実習機会の創出
●本人の様子
・利用者への配慮・挨拶
・清掃業務を丁寧に実施 → 高評価

→「この仕事なら続けられる」
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Aさんのお仕事スケジュール
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⑤結果
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就職

介護施設に
清掃作業員として
採用決定
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⑥考察

A型事業所＝「訓練の場＋居場所」

見立て 介入 結果 考察

失敗経験
を避け、
指示待ち
行動が多
い

動機づけ
支援
（作業結果の見
える化＋承認
フィードバッ
ク）

自発的
行動・
相談の
増加

成功体験の
積み重ねが
所属意識を
強化
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⑦今後の課題

・新しい職場環境への適応
・業務範囲拡大のためのスキル支援
・長期キャリア形成を見据えた支援体制


